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學o,
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題
龙
ぁ
を
と
見
做
さ
れ
务
かS
鋪
4

#

5;0
,
1び
供
じ
：私
ば
傲
既
揉
術
の
免
化
时
意
衝
と.
 

そ
：の
；現
實
的
;^
1

意
_
を
^

1
を
間
題
お
^

备
こ
七
が
：、"
.技

霖

學

者
£
依
_

て
輕
驟
墘
ら
奴
べ
叁
愁
；ば
靶
ぐ
ハ
：羅.な
 ̂

題
ど
す
签
こ
左
が
彼
等
に
：課
せ
玟
れ
だ
最
後
ひ
住
務
で
.お
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節
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嗦
私
に
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^
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ッ一

技
術
#
^
者」

电
に
取'̂-.
擧
げ
た
諸
家§
見
解
&;
依
0 ,
;
で
^「

：
_
_
«
€>.
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歡
擧
ね
默
丸
る̂
撒
« -
充
分
_
消
さ
れ
得
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ぃ>
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た
ッ
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^
1-
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康
の
棱
術
哿
學± ;
の
見
解
抝
於
ぃ
て1
、
：«

呔
匦
史
的
籠
實
ど̂
セ
0 '
:
,
彬
術
现

れ
ど
.も
、-'
.
'そ
れ
：ぬ
.決
し
て
ょ
ぐ
枝
術
吹
歷
史
的>
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會
的
意
爵
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現
お
問
題
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し
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し
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か
ぐ&

如
き
樅
來
の
技
術’哲
’學
に
對
す
を
一
般
的
不
滿
咬
も
称
^
ず
、
' 挺
は
一
技
術
哲
學
史
に
_

す
る

|:文
献
と^ :
て
、
グ
シ
シ
マ丨

'
 

兮

ド
^

ッ
棱
術# '
學
者」

ゼ
讀
者
の.】 .
論

0 -
た
办
に
藤
め
度
ぃ0::
:そ

れ
は
主
と
し
て
：從
來
こ
の

_

の
獨
立
文
献0 :
皆
觫
で
ぎ
つ 

に
傲
る§
で
'か
を
が
、
史
；た
技
術
哲
學
の
：問
勸
に

_

す

る

：ブ
つ
の
入
門
書
と
^
て.
相
當
價
値̂

パ」
(

韩
ゝ
め
ィ
ッ
技
術
哲
學
を
最
初
に
吾
國
に
紹
介
せ
か
れ
た
ヴ
馬
場
敬
治
教
授
の
著
作

r：

技
術
と
經
濟」

；の
@
頭
に
.於
ゆ
：る
技
術
哲
學
論
は
粗
に
ン 

ぐ
-.
:
.技
«
本
質
输
：で
あ
る
。ゾ
佴̂
敎
授
ほ
技
術
の.文
化
的
意
義
を
輕
視
：せ
ら
れ
た0
.で
な
“
各
と
：は.、
'右
の
'著
作
中
に
為
に
明̂
^

:
.、：：

ほ
；最
近
め
著
作
で.あ
：る
n
技
術
と
tt
:
#
J 

(

第』

卷)

：̂
對
す
る
、
：̂
の
.本
誌
土
に
於
げ
名
紹
介
文
：に
對
：し
：て
.

(

本
認 

ン
狻
が
：私
忆
寄
せ
ら
努
嘗
信
に
依

4
.

ば
>
'右
；の
售
作
に
次
ぃ.で
纏
：て
公
刊
せ-ら
れ
'$
は
至
石
，
霧

と

馨
:©
問
題
：に
關
す
冬 

.

.部
分
に
於
い
て
、
技
術
め
社
會
的
意
義
に
關
ず
る
齊
學
的
見
解
の
批
判
的
研
究
を
公
に
せ
ら
れ
る
と
の
；

.こ
と
で
ぁ
る
が
、
私
は
讀
者
に
對
し
て
そ 

V
,

の
.成
果
を
期
待
せ
ら-H
ん
こ
と
を
附
言
し
て
置
き
度
い
と
思
ふ
。
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自
曲
貿
易
主
：華
は
ア
ダ
ム
.
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ろ

其
ゎ
後
リ
ス
ト
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
等
幾
多
の
保

_

資
易
理
論
家.

の
1 1

頭
を
見
た
の”
で
ぁ
る
。
併
し
乍
ら
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他
位
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亥

配
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で

ぁ
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に
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保
護
貿
易
論
の
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內
容
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極

め

て

：
雜

多
.
で
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と
し
て
; '

自
由
貿
易
主
義
の
是
非
を
廻
る

.

攻
防
：ニ
参
の
論
陣
は”

主
と
し
て
古
典
學
派
貿
易
理
論
の
批
剕
と
擁
謹
そ
袞
ふ
形
を
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ほ
れ
た

0

:

:

古
典
學
派
自
由
貿
易
理
論
の
根
醉
を
な
す
も

0

:

被
此
較
生
產
費
腐
理
で
：ぁ^ 0

從
つ
て
自
由
貿
易主！！

の
論
據
と
し 

て#

比

塵

囊

顏
i

v'
f

r

f

 

I

，
■

の
I

が
行
は
れ
た
。
此
處.

に
紹
介
せ
ん
と
す
るe

ル
の
著
書
も
亦、

.

I

理
に 

對̂

る
'

批
刹
が
主
要
な̂

內
容
を
な̂

て'

居
. ^

';
0

,-;
'

^

彳

#

來
比
較
生
產
费
原
理
に
對
し
す
加
べ
，ら
れ
た
非
難
は
、：：主

^

し
て

.

次
の
一
一
つ
の
點
に
向
け
ら
れ
た
。

(

一)

比
較
生
辭
費
原
理
の
現 

*

へ
©

廣
當
性
ノ(

ニ)

比
：較

银

產

費

源

理

の

政

策

蕋

準

と

、
し
て

.

の
妥
當
性
が
之
で
ぁ
る
。，,
.
.
.
.

:

'
>

比
較
生
鹿
費
原
理
の
現
實
へ
の
妥
當
蚀
と
は
、.
現
實
の
國
際
貿
易
が
果
し
て
該
原
理
.
に
依
つ
て
規
制
せ
ら
れ
、
そ
の
示
す
質
易
0

利 

益
：が
實
現
す
必

や
否
や
^

云
‘

ふ

問
;:
@
,
で

ぁ

る
;0

即
ち
そ
水
は
該
原
理Q

‘

國

際

價

格

理

論

と

，
し

て

の

妥
裳
牲
に
外
な
か
な
い
。
比
較
生
^

.

.

七
.

七.

(

ニ
：
七.

七‘)
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七
A
:
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..ニ 

七
八
，
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費
源.
響

3
为
：1
ザ(

'>
:
彳
：レ
：ン^ :)

(D
創

唱

し

た

.
傭

が

値
法
則
を
各
國
内
に
妥
當
せ
し
め"
激
も
そ
の
变
當
の
範
圍
を
各
國
內
に
限
淀
す
る
事
に
依
つ
て
成
立
す
る
。
故
に
比
較
坐
產
費
原
理

. 

に
對
す
る
批
刺
の
多
く
社
、
リ
カ
ー
ド
：の
勞
働
價
値
法
則
と
關
聯
し
て
行
は
机
た
。
例
へ
ば
メ
ィ
ス
ン
、
オ
ー

?
ン
、，
エ
ン
ヂ
エ.ル
、 

オ
ィ
レ
ン
ブ
ル
グ
等
の
論
者
亦
擧
ザ
ら
れ
る
。
而
し
て
古
典
學
派
論
者

fl

身
リ
カ
ー
ド
を
始
め
と
し
て
、
ジH
.
Hス
•
ミ

ル

、
、
ケ

ア

ン 

ダ
等
有
れ
も
廣
_
が

:«
栲
0
決

货

源

因

：で

は

ネ

％

が

-*
決

し

て-«
'

1

0も
の
.で
な
い
«
を
認
め
て
；居
た
9

繼
承
し
古
典
學
派
貿
為
理
論
を
發
展
せ
し
办
ん<!
:
ず
：る
論
者
も
亦
此
の.點
の
改
修
に
努
カ
.七
た
0
:1
:
'
.
あ
る
。.
即
ち
'>
<
:ス
タ

ブ

，
ル

、

H

ッ 

ザ
ワ
ー
ス
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ヴ
ァ
ィ
ナ
ー
等
の
眞
實
費
州
：に
依
る
改
修
、

一
一
コ
ル
ソ
ン
、
ク

•>
>
シ
ッ
ヒ
等
の
貨
幣
費
用
に
依
る
改
修:*
更 

に
撮
近
：に
於
分
る
ハ
ー
バ
ラ.
1
の
代
*

^
爾
會

費

用)

に

娘

る

：改

修

等

が

之

で

あ

る

:'
°

併

し

乍

ら

そ

の

試

み

は

何

れ

も

價

格

理

論

並
 

球

に
.■策
源
现
と
し
て
の
比̂

產̂
費
原
现
の
欠
陷
を
救
濟
す
る
へ
事
に
成
功
じ
た
と
は
_
:ひ
得
ー
な
い0 (

詳
し
く
は
拙
稿r

質
為
理
論
の 

•^
•M
と

貿

邊

政

策

腺

：理

：

:^
誌
：

1. 

一

&

翁
十
號
、<1

1
丁

九
一
頁
を
參
照
せ
ら
れ.た
：.い
：。>
,本
膚
の
著
者
：カ
レ
.ル
も
亦
此
の
點
を
採
り
上
げ 

て
闳
く
ザ
カ
^

^

^

^

^
勞
^

^
に

從

つ

て

交

換

.
さ

れ

ず

、

財
貨
の
.債
^
は
投
入
勞
働
時
間
數
に
依
つ■て
規
定
さ
れ
為
い
。
坐
產
費
は
勞. 

働
量
で
.は
な
く
，
貨
幣
で
承
さ
れ
た
費
用
價
格
で
針
量
さ
る
べ
き
で
：あ
：る
：

o
.

;

リ

カ

！

ド

流

.の

勞

働

價

値

說

は

今

日

で

は

最

早

殆

ん

ど

支
 

持
し
得
な
い
も
：の
と
し
て
拒
否
甚
れ
て
居
る
ャ
前
述
|

比
較
生
產
費
原
理
0
論
證
は
勞
働
價
値
說
か
ら
出
發
し
て
房
る
。
從
つ
て
幾 

多
の
論
者
が 

> 

:
外

國

貿

易

：
の
：
說

明

.

.*
し
.て
該
原
理
が
不
適
當
な
理
論
で
あ
る
と
し
て
之
を
排
斥
す
：る
。
若
し
比
較
生
產
費
麵
が
本
質 

上
勞
働
慣
値
說
と
結
合
し
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
外
：獨
貿
易
に
關
し
て
何
等
適
切
な
說
明
を
與
へ
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

J
(
s
.
l
r
)

,

か
く
て
比
較
生
麼
費
原
理
に
基
く
質
易
現
象
の.就
明
が
：不
苽
能
で
ぁ
る
と
す
れ
ば
、
該
原
理
の
學
剛
的
價
値
は
貿
易
政
策
原
理
と
し

セ

.の

安

當

性

如

何

に

辯

つ

セ

居

る

';
0

M
し
て
著
者
カ
レ
：ル
は.該
原
理
.が
政
策
判
斷
0
基
調
と
；.じ
.て
も
_

売
全
れ
事
を
、._次
ぬ1:1 .

つ
の 

ノ
理
由
を
擧
げ
て
說
明
す
る。
;'
:
,
.
:

'

;

第
：—>
.
.に
自
由
貿
易
政
策
を
採
つ
，た
場
合
に
豫
想
：さ
ル
る
國
內
0*
經
濟
的
摩
擦
於
何
等
考«'
し
な
.い
と
：云
；ふ
事
で
あ
る
。̂
.
,
5
^

此
の
問
題
.は
旣

に

：
ジ

：
チ
ー
ア
ー
：
を

始

^
多

く

の

：論

者

に

依

つ

セ

：自

由

貿

易

論

.の
欠
點
と
し
.て
指
摘
也
ら
れ
た
，
即
ち
自
由
質
易
：は
比
較
坐 

:產
費
原
理
.の
敎
べ
る
如
く
終
局
に
於
丈
坐
產
舊
の
增
加
を
齎
す
と
じ
で
も
、

.關
«
の
除
却
に
栽
<.
失
業
者
办
增
加
、
經
濟
界
の
混
亂
と 

一

石

ふ

直

篇

な

澎

響

を

無

視

し

て

；は

な

ら

な

5
と

去

ふ
-9
で
.あ
.令

.細

->
關

秕 

を
除
却
し
セ
安
僚
な
る
外
國
品0
蹂
躪
.に
ま
が
せ
.

|
6:
ば
、
：,國
內
石
炭
業
0:
坐

產

設

：備

は

放

棄

さ

れ

、

多

歡

の

：
失

業

者

を

街

頭

.に

投 

.げ
出
さ
故
け
れ
ば
な̂

#
い
o
"又
其
の
後
何
等
か
の
事
情
に
依o'
て
石
炭
の
.世
界
需
要
が
增
加
し
て
、
國
內
石
炭
業
も
亦
採
算
可
能
な 

狀
態
と
年
つ
.た
な
ら
ぱ
、
勞
働
と
資
本
は
搏
び̂
炭
業
に
移
動
し
、
其
處
に
國
內.の
；經
濟
的
混
亂
が
弗
發
す
る
。

(

^
1
8

)

斯
く
3
如 

V

奢
場
合
關
税
に
依
る
國
內
石
炭
業
の

1

時
的
保
歐
は
適
切
が
處
置
で
あ
り
、
、
_
由
質
易
必
^
し

も

利

益

；
で
：は

な

い

'0
.;
:
:
:
:

:
.:
第
1
拓

彼

は

景

氣

變

動

珑

象

と

の

關

聯

を

考

.«
ず

べ& ;.

で

あ

：
る

ぎ
25
:

ふ
0
^
^

(

努

4
5

は

顯

著

な

も

办

セ

あ

り

、

從

つ

」

て
：貿

易

政

策
0
基
準
も
亦
最
氣
變
動
現
象
と
の
關
係5:
-無
視
；し
.て
論
ず
^'
事
ぼ
不
可
能
で
あ
.る
0
然
る 

^「

比
較
生
產
費
原
理
办
鱼
由
質
易
論
は
此
の
間
題
ヒ
關
し
^
何
事
も
茕
ひ
得
な
い
め
で
あ
る。」

^
，

^
 ̂

象

を

考

處

し

た

場

合

，
：
如

何

：
に

保

護

貿

易

政

：策

.が
有

利

：
.で
あ
.を
か
を
說
明
す
：る
。

)

景
氣
變
動
：現
象
が
資
本
生
義
的
生
産
に
^
つ
て
不
可 

.避
で
^
る

と

ず

れ

：ば
> 少

む

ど

：皇

黨

の

波

狀

運

動

の

：
厨

期

を

短

縮

し

、
密

度

を

減

少

叱

し

：
め

る

：事

に

依

や

て

：_

民

<?
> 

ず
る
必
寒
が
あ
：る.
0
.
從
來
自
由
貿
^
論
#
は
自
由
貿
^
に
峩
く
溉
«
の
緩
和
を
由
張
以
た
。
，̂
ぢ

~.
«
が
不
祝
忆 

合
、
_
由
實
暴
が
行
ば
れ
.て
居
る
だ
ら
：ば
^

c
p
 ̂

.

.

.

.

.

七
..九.
'
:
:

(
一
.V.

七
.九)

^
^
u
h
n
j
n
fh
 
f
)
h
t 
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ば
し)1
•、ふ
^
rノ
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0

(
一

一' 
八
8

剩
に
惱
む
#

合
'

_

賈
九
.

大
啟
る
國
へ
.

| 1
;

賣
#

を
#

^ :

可
能
で
赵
る
^

如

ら

て

：良

电

貿

易

は

景

氣

波

動

免

親

^

る

結

果

と

な
 

0

如
皂
主
張
に
對
し
て
灰
レ
次
は
次
0

如
.< .
^

駿
^ :

る
。
.-
1
.
か
^'
.
名
1 «

振
經
濟
的
關
嫌
贮
甚
く
調
節
の
可
能
性
は
、
：.
各

國

に

於

け

^

景
氣
へ 

狹
動
^

各
段
階
が
^

^

^

出
現
せ
ざ
各
塲
隹
ぬ
办
^

與

^

^

れ

る

巧

各

軟

の

豪

氣

變

動

が

平

行

的

め

坐
起
故
ら
ば
、

」

11
1：
界
經
濟
的
關
係
に
依
っ
で
何
等
景

|
_

の
緩
和
は
抒
は
れ
な
い
ホ

«

故
&
ら
ば
、
べ
各
歐
(0
:;職
買
ヵ.
呔
同
時
に
. 

波
動0 ;
激
化.
が
齎
ざ‘れ
事
を
論
.
じ
％「

>
自
由
貿
易
は
苕
ふ

..迄
>̂
;
取<
國
際
分
業
の
實
規
で
ぁ
^

從

っ

：セ

：
各

產

樂

は

特

：定

國

.へ
集
中
ぁ
れ
,;
\
各
脒
貨
の
彤
產
は
特
定
國
の
條
件
に
依
っ
：て
，の
み
制
約
さ
れ
.た
緒
粜
ぞ
の
■
動
の
激
化
は
 ̂

れ
な
い
:.
0
例
べ
ば
穀
物
が
加
奈
陀
の
み
纪6>
'
;ず
、
へ
關
株
の
保
歐̂

依
つ
、て
中
部
歐
羅£
に
於
て
.も
生
虜
さ
れ
る
事
に
依
っ
て
始
め
て
前 

者
に
於
げ
る
不
作
が
後
盏
に
於
け
る
豐
作
に
依
っ
て
調
節
さ
^
る

事

沢

出

來

今cs
‘ 

3

-:,

か

く

で

保

護

貿

易

政

策

に

依

る

世

#'
產

業
 

.の

.分

散

化

こ'そ

、'
.景

氣

變

動

，の
.緩

种

t e-

■役

立

っ.，も

の

せa
る

。.
.
.
.
.
.
 

：：

，

.
ヵ
レ
：
ル'ば

右

に"述

，
べ
た
如
き
ー

.

)

っ
：
の

稂

據

：か

ら

、

.

.政
策
原
理
と
し
て
の
比
蟛
生
產
費
原
琿̂
^

等
の#
^
^
# .
傲
外
に
置
：货
た
と
し
て
：

?>
;
、
：鹿
し.
て
自
凼
賢
易
が
比
較
坐
產
歡
亂
翁
办
：书

張

す

釦

r
m
貨
並
汶.
^
給
付
數
量0
可
及
的
：
 

播
加
ー
を
齎
以
得
る
や
否
や
と
云
扣
點
を
岭
帐
史
る

。：
.̂
:

^
®
^

て; '.I

國
に(

於
9:
->
輸
出
產
業
にTo
o
oん
從
事
し
，1
個
五
尨
銻0
フ
ィ
ヒ
ス
.
マ
；ル
：ク0叹
慣
将
で
：
一
〇

0
0 ,
侗
生
產
さ
れ
.
る
。
、
..而
し 

て
財
貨<
残

、'外
國
电'四
，

冗
〇
1<
¥
、
細
内
で
四
ャ
七
0
长
^
に
^ ,
1
«
$ '-
^

す
.れ
：
ば

、
.：'自

i l
l

質
易
が
行
は
れ
て
居
る
場
合
に
は
、

A

財

貨

は

輸

入

さ

，れ

、

一
〇

〇

人

は

當

然

輸

In
產
業
に
從
事
す
る
事
と
な
る
。
そ 

の
結
艰
輸
出
^
は
五
0

0农
^
だ
け
增
產
さ
れ
％
:
:而
し
セ
此
の
允
0
0,
亿
解
ゅ
<
:財
«
1
:〇
六
個
'に
枏

當

：し
；

(

眾

價

四

、
'
セ

〇
11
¥

.
な
る
が
故
に

)

、
之
，を
外
國:'
±

;̂
輸
入
す
る
爲
め
に
：

.
四
光.
七
11
>
«

價
四
、
五
10
狀
道
な_.
る
が
册5

,
於 

濱
渴Q

結
果
芄
〇
〇
及¥
^
四
七
七
卞̂

の
差
、0
三
衣
減
た
け
安
價'に
八
財
貨
を
買
ひ
得
：る
^

芷
す
る
必
要
の
あ
る
栗
を
彼
は
主
張
す
る
。
即
ち
楽
し
ー
0
〇

人

輸

出

產

業

に

，從

事

;1
,
:た
.場
合
.に
.は'>
'
供
給
增
加
0
转
果
赝
格
が
下
落 

す
る
事
を
見
落
し..て
届
る
？
そ
の
結
艰
は
輸
出
品
一
個.の
.價
将
！1
5、
o
〇
r

m
で
は
な
く
し
て
、へ.恐
ら
く
四
、
九
0
11
M
と
.な
る
。 

從
つ
て 

一j

〇
〇
人
杧
侬
つ
て
五
三
九0

R

Mの
輸
出
品
を
坐
產
オ
る
事
と
な
る
。
然
る
に
關
稅
を
設
定
1
て

：1〇

〇

人

が

八

財
'«
'
祖 

產
に
從
事
し
^

^
す
れ
ば
、

一
〇
〇
〇
人

が一
侗
/L
R

M
で
輸
出
品
五
O

O
-O
R

M
を

坐

產

し

、

一

〇

〇

人

が

：
八

財

貨

1.
〇

六

個

を

眾
 

價

四

、
五

Q

邊

一C

外
_
:^
の

競
.爭
1
考

：爐

し

：
ズ

)

, o
勸

合

で

_

七

论

是
::
|
:生
產

格
は
迸
四.
^
七
衣_

、
に

達

ム

，
自

出

質

君

場

合

は

五

主

九

0
卷

に

過

ぎ

な

：い0:(

5:,
4̂

 ̂

' 

: '

■

'-
’ 

,.

の_

灌
に.
谈
^
彼
亦
自
由
貿
易
杞
對
オ
名
掘
邀
質

.
渴
の
有
刺
を
主
張
.
す
：名
碁
本
的& ;
論
猶
は
、
勞
働
僙
値
法
則
の
否
定
即
ち

「

供
給
：
 

邊

$
猶_

夂
1-
#
ふ
禮
來
の
低
潘̂

る

事
::
»

で
あ
^
:

被
臼
メ「

勞
働
狠
値
說
換
言
す
れ
试
|
財 

現
で
洚
る̂

の
揭
地̂

泣

つ

衣

な

，
ら

漱

”
自

油

寶

邊

：
に

依

-0
て.
兩
當
:«
著
に
最
大
な
る
經
濟
的
利
益
；が 

れ

る

だ

，
ら

ぅ

9,
何
故
な
ら
试
、̂:
の
：
場

合

輸

出

.
品

の

，
市

場

價

格

は

投

入

勞

る
か
ら
で
あ3
。
：併
丄
乍
ら
»

出
ロ|
0
世
界
市
場
に
於':-
€
生
じ
：る
市
場
價
校
は
;:
:
'供
輪>
需
要
と0
關

係̂ 

數
量
，
に
艰
濟
す
石
，

0
此
0
«

の'布
遍
顧'#
の
；供
給
激
量
へ

,(
0.
也
存
性
は
、
供
給
數
量
の

"
.-
*
定
^̂

の̂

あ
，る
。
.
即
ち
、
他
の'外
國
ロ1
遠
又
換
せ
れ
る
財
_

各
#
位
が
、
交
_

に
依
0.
て.
外
國
か
ら#
ら
れ
る
財̂

_

に
-±
^
安
:»
に
國|1
セ
生
廣
さ
れ:̂
事

:#
:1.
今
ら
國
民
經
濟
.
に
：資
さ
れA
經
濟
的
金
.
別
益
；機®
出
財
の.佻
給
數
量
；の
減
少
に
依
つ 

て
、
又.相
對
的
に
ょ1

咼
價
な
財
.
の
，|
定
數
量
の
.
國
內
生̂
^
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V
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抝
る
如
べ
、
細

沿

勞

灣

値

法
_

を
.
否
定
す
名
躺
果
-'
>

^

較
生
產
慕
理
を
测
際
僩
僅
論
と
: 1
.

て
0

^

孩
原
：理
法
^ -

て(

髮

當

姓

龙

も

拒

：否

す

^

や

で

艰

る

。
皂
0

結

果

彼

に
棊
ぐ
自̂

渴
生
:«
の
：
策

脒

せ

：
る

「

勞

細

潰

猜

坐

塵

1

量
：;0
關
係」

か
ら
離
れ
：て

「

勞
働
量
對
生
產
物
價
楮
.
の
關
係̂

^

る
。
即
ち「
收
益
の
最
大
限」

(s. 

S.1)

が
政
策
刹
斷
の
^
雄
と
し
て
求
め
ら
れ
て
居
る.の
で
あ
る
。
彼
が
前
述
せ
る
例
證
一
に.於
て
.

「

、
自
_
 

贸
易
と
保
護
贸
易
と
の
場
合
を
比
較
す
る
に
際
し
、
勞
働
量
對
生
產
物
數
量
の
關
係

'は
一
一
〇
〇
人
對
輸
出
品1
:0
〇

.〇

個

人

財

貨

一 

0
六
個
で
あ
つ
：.て
不
變
で
あ
る
と
看
做
す
。,兩
€

差
異
铽
各
々
:(
0
場
合
に
生
產
し
得
る
坐
產
物
惙
格
で
あ
り
、
く
そ 

■R
'M
七
と
五
：U

^

O

R

M
の
^
？
が
保
誰
貿
易
有
利
論
證
と
し
て
示
さ
れ
て
居.る
：
の

で.あ
る
0
:か

く

：て
，
比

較

生

產

賢

原

理

の

：

「

^

^

及
 

び
給
^
數
量
の
可
及
的
檢
加」
.と
.宏

ふ

命

屈

に

關

ず

：る

力

.
レ

+ル
の
#f
c
fo
は
、
旣
に
ク
.ル
.丨
ノ
ー
、
グ
ラ
1
ム
、
.
.パ.レ
.
1ト
、
.
_バ.
.
.
.
丨
.：\
:ズ
、 

マ
ノ
ィ
レ
ス
コ
ノ
等
に
依
つ
て
行
は
れ
た
比
較
隹
遙
費
原
理
に
對
.す
る
內
在
的
批
制
.七

は

趣

を

異

に

し

て

居

：
る

::
0

-:
ン
へ 

茲
で
以
上
述
べ
來
つ
た
比
較
生
齑
费
原
现
に
對
す
る
力
：レ
.ル
：
の

批

判

：を

吟

味

.し

て

、'結
論
を
下
さ
ぅ
。
比
較
生
産
費
原
理
が
國
際
價 

格
现
論
と
'し
て
：城
§
;b
與

ざ

名

結

果

、
，
響

：
へ

CO
-
愛

當

性

を

主

藤

し

得

な

：
い

事

は

力

，
レ
ル
，
の

会

ふ

如

く

で

あ

"る

；°

從

つ

て

問

題

は

政

筆
 

原
通
と
し
て
5
变

當

:#
如
何
に
あ
る
0

»
漭
は
貿
廣
政
策
制
斷
の.基
調
.
>し
.て
，
，經
濟
納
厚
：生
.に
關
す
る
限
り
此
較
坐
產
费
原
理
の
提 

出
せ
る
务
働
1:
對
生
產
物
*-
:
量
の
關
係
は
、
座
產
物
對
双
用
の
關
係
と
共
に
最
も
甚
本
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
へ
る
。
貿
易
政
策
の
絕 

對
池
普
_
独
をf

張
す
る
.場

合

、

我

々

ー

は

常

に

此

：
の

問

題

.に
：迄
逆
上
な
け
れ
ば
な
ら
な
い0
併
し
乍
ら
政
策
の
普
遍
性
は
直
ち
に
現
實 

性
を
も
意
味
げ
る
も.の
で
は
散
X

ま
ろ
1
 ル
の
經
^
秩
序—
資
ホ
由
_
經
濟
機
_
の
卞
に
於
.て
は
、
右
の
；絕
對
的
甚
準
が
現
*

の
政 

策

_

斷

り

戡

て

は

*

だ

し

く

滦

签

的

.な

も
0
に
な
ゥ
て
し
:̂
ふ
:0
で
あ
名
o
..即
ち
現
在
に
於
け
る
經
濟
活
動
は
交
換
現
象
憤
格 

現
象
あ
謝
じ
て
&
は
れ
:'
各
個
人
の
經
濟
的
厚
生̂

亦
貨
幣
收
入
を
通
じ
て
行
は
れ
る
。

.

從
づ
'て
自
凼
貿
易
か
保
護
質
易
か
に
關
す
る

具
體
的
な
政
策
判
斷
は
價
格
現
象
べ
の
影
響
を
無
視
し
：て
は
不
可
能
な
狀
態
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
價
栉
说
象
へ
の
影
響
は
相
對
的
な
も 

Q

で
あ
り
、
之
を
吟
.
す
る
事
に
依
つ
て
直
ち
に
質
易
政
策
上
絕
對
的
判
斷
を
下
し

一

般
性
に
於
て
主
張
し
得
な
い
事
は
明
か
で
あ
る
。 

，例

へ

ば一

定
財
貨
の
儐
將
騰
貴
は
當
該
財
貨
の
生
產
者
に
は
有
利
で
■あ
る
と
し
，て

.も
消
費
者
H

i
つ
て
は
：不
利
で
あ
る
。
■
力
レ
ル
の
云 

ふ「

收
益
の
最
大
限」

は
生
産
者
の
見
地
ょ
り
見
た
る
政
策
判
斷
で
あ
つ
て
、
之
の
み
を
以
て
保
■
員
易
政
策
の
絕
對
性
を
主
張
す
る
の 

は
尙
早
で
あ
り
誤
.

B

で
あ
’ら
ぅ
。
又
カ
レ
ル
が
國
內
の
經
濟
的
摩
擦
並
び
に
景
氣
變
動
過
程
と
の
關
係
を
も

^
媳
し
た
事
は
、
現
實
べ 

ょ
り
接
近
せ
レ
め
た
意
味
で.重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
も
亦
貿
易
政
策
の
相
對
的
影
響
に
關
す
る
斷
片
的
な
基
準
に
過
ぎ
な
い
。
我
 々

は
現
實
の
貿
易
現
象
を
分
析
し
て
、
自
由
貿
易
政
策
並
び
に
保
謹
質
易
政
策
の
及
ぼ
ず
相
對
的
影
響
を
吟
味
す
る
事
が
重
要
で
あ
る
事 

は
云
ふ
迄
も
な
：ぃ
が
、
そ
れ
が
何
等
比
較
ま
罾
費
原
理
の
提
出
し
た
政
策
原
观
の
：絕
對
的
基
準
を
否
定
す
る
も
の

.で

.
な

い

事

を

看

過

し
 

て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

. 

'

〔

附
記
；

T

著
者
力
.レ
ル
は
i
 

.
ン
へ
ン
大
學
に
於
け
る
少
壯
學
徒
で•あ
る
。
本
書
は
著
者
と
摘
逸
留
學
中
親
交
あ
り
し
武
村
肋
敎
授
に
贈
ら
れ 

:

た
.も
の
で
あ
る
が
、
氏
の
厚
情
に
依
つ
て
玆
に
紹
介
し
た
次
第
で
あ
る
。
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